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⑤施工区分に対応した数量算出を考慮したモデル作成の考え方 

盛土（路体盛土・路床盛土）の数量算出においては、施工幅員区分（1.0m 未満、1.0m 以上

2.5m 未満、2.5m 以上 4.0m 未満及び 4.0m 以上）ごとに数量を集計することが求められる場合

がある。このような場合、単一の３次元モデルから一括して数量を算出するだけでは、区分ごと

の数量を適切に把握することが困難となるため、数量算出区分を見据えたモデルの作成など、数

量集計に対応可能な工夫を講じる必要がある。 
 
ア．総土量の比例配分による方法（標準的手法） 

現行の３次元 CAD ソフトウェアでは、施工幅員を直接反映した土量計算を一体的に行うこ

とが困難な場合が多い。このため、土工数量算出における作業効率の向上を図るに当たって

は、３次元モデルによる算出を基本としつつ、従来の２次元的な考え方を補完的に併用するこ

とが有効である。なお、本手引きにおいては、施工区分に対応した数量算出を行うに当たり、

総土量を比例配分する手法を標準的手法として位置付ける。これは、施工区分ごとに境界面サ

ーフェスモデルを詳細に作成する方法と比較して、２次元図面による数量算出の方が効率的

と判断される場面が多いという現時点での実務状況を踏まえたものである。 
具体的には、施工区分を考慮せずに切土・盛土を含む総土量を３次元モデルから算定した上

で、施工幅員が標準的に確保されている区間や、地形起伏が大きい区間から代表断面を抽出

し、当該断面における施工区分ごとの断面積比（面積率）を用いて、総土量を比例配分する方

法が考えられる。この方法により、施工区分を考慮した数量算出が可能となり、従来の２次元

図面に基づく算出手法と比較して、精度と作業効率の双方の向上が期待できる。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 2-14 総土量の比例配分による施工区分別数量算出の方法 
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施工区分①の土量＝総土量×代表断面における施工区分①の断面積比（
A1

𝐴𝐴1+𝐴𝐴2+𝐴𝐴3+𝐴𝐴4
） 

※代表断面における施工区分①～④の断面積

をそれぞれ、A1、A2、A3、A4とする。 

代表断面の抽出 
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イ．施工幅員の境界面サーフェスモデルによる方法 

複雑な地形条件を有する区間など、前述した比例配分する方法では精度の確保が困難と判

断される場合には、施工幅員の境界面をサーフェスモデルとして作成し、３次元的に数量を算

出する方法を適用することができる。 
施工幅員の境界面は、横断面上に施工幅員の境界線を設定し、断面間を補完することでサー

フェスモデルとして構築する。これにより、路床面や路体面等のサーフェスと、施工幅員の境

界を示すサーフェスを３次元的に重ね合わせて管理することができる。さらに、これらのサー

フェス間を比較することで、施工幅員を考慮した数量算出を行うことができる。 
ただし、施工幅員の境界は地形の凹凸や法面形状の影響を受けやすく、断面間で必ずしも連

続的に推移しない場合が多い。このため、現行の３次元 CAD ソフトウェアの機能を前提とし、

断面間を割り切って直線で結び一次補完したサーフェスモデルとして表現することを基本と

する。 
また、法面端部など施工幅員が消滅する区間については、施工幅員の消滅位置を厳密に３次

元で特定することは困難であることから、施工幅員（2.5m、4.0m 等）が明確に存在する測点

までをサーフェスモデルの作成範囲とすればよい。 
なお、これらのサーフェスの作成作業は、現行の３次元 CAD ソフトウェアでは自動化が困

難であり、作業内容によっては過度な労力を要することから、適用範囲を限定して活用するこ

とが望ましい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
      施工幅員の断面配置                 施工幅員の境界のサーフェス化 

 

図 2-15 盛土施工幅員のサーフェスを直線的に接続・作成した例(1/2) 

  

現況道路断面 

計画道路断面 

測点ごとに横断面を作成 施工幅員の境界面を作成 

施工幅員の境界面 
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図 2-16 図 2-14 で作成したサーフェスを含む盛土施工幅員のサーフェスを直線的に接続・作成

した例(2/2) 

 
 

 
  

施工幅員の境界面 

[1.0m 以上 2.5m 未満] 

施工幅員の境界面 

[2.5m 以上 4.0m 未満] 
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3）属性情報の付与 

道路工・畦畔のサーフェスモデルに付与する属性情報の例（外部参照のファイルとしてリンクす

る場合）を以下に示す。 
・路線情報：路線番号、幅員、道路規格 等 
・掘削土の土質区分、盛土材の材料区分 
・施工区分：施工幅員 等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-17 道路工のサーフェスモデルに付与する属性情報（例） 

  

数量等の外部参照ファイルの例 

属性情報の表示例 

 

属性情報を外部参照のファイル
としてリンク 
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（2）属性情報として付与する数量算出項目及び区分 

道路工・畦畔における主な数量算出項目は、掘削量、盛土量及び法面整形量である。これらをサ

ーフェス及び断面要素に属性情報として付与し、材料区分、施工区分ごとに数量算出及び集計の

効率化を図る。 
なお、本手引きにおいて例示する道路工・畦畔の BIM/CIM モデルの詳細度は、300（区画形状

及び法面形状、周辺の主要構造物の配置を正確に表現し、実施設計段階で用いることを想定した

モデル）を想定している。 
『土地改良工事数量算出要領（案）(土木工事)』に従い、道路工・畦畔のモデルに付与する属性

情報のうち、数量算出の区分を下表に示す。 
 

表 2-4 数量算出項目区分一覧表（掘削） 

区分 
項目 土質 施工形態 構造物 領域 障害の

有無 単位 数量 備考 

掘削 〇 〇 〇 × 〇 m3   
 

表 2-5 数量算出項目区分一覧表（盛土） 

区分 
項目 土質 施工幅 構造物 単位 数量 備考 

路体盛土 〇 〇 〇 m3   
路床盛土 〇 〇 〇 m3   

 

表 2-6 数量算出項目区分一覧表（整形工） 

区分 
項目 土質 施工部位 施工形態 単位 数量 備考 

法面整形 〇 〇 〇 m2   
「○」…数量算出に当たり考慮する必要がある項目 
「×」…数量算出に当たり考慮する必要がない項目 

それぞれの区分に対する属性値は、以下から選択する。（かぎ括弧は属性値） 
※1：[掘削]土質区分 ：「土砂」「岩塊・玉石」「軟岩」「硬岩」 

2：[掘削]施工形態 ：「オープンカット」「片切掘削」「水中掘削」 
  「現場制約あり」「上記以外（小規模）」 
3：[盛土][埋戻]施工幅 ：「0.5m 未満」（構造物周辺） 
  「1.0m 未満」「1.0m 以上 2.5m 未満」 
  「2.5m 以上 4.0m 未満」「4.0m 以上」（上記以外） 
4：[法面整形]施工部位 ：「切土法面」「盛土法面」「水中掘削」 
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表 2-7 畦畔整形工の数量算出項目区分一覧表 

区分 
項目 単位 数量 備考 

畦畔整形工 m2   
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（3）数量算出（例） 

道路工の切土量及び盛土量の算出例を以下に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-18 道路工の BIM/CIMモデルによる数量算出（例） 

 

施工幅区分 1.0m 未満 
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2.2.3 水路工 

（1）土工形状モデルの作成 

1）サーフェスモデル作成の考え方 

水路工のサーフェスモデル作成の考え方及び基本的な作成手順は、前項で示した道路工のサー

フェスモデル作成の考え方と同様である。 
すなわち、水路中心線等の線形に沿って横断面を設定し、水路床、側壁、法面等の断面形状を定

義したうえで、断面間を補完することによりサーフェスモデルとして構築することを基本とする。 
また、傾斜地や曲線区間においては、道路工と同様に、法面部にねじれ、離れ、重なりといった

不整合が生じやすく、これらは数量算出誤差の要因となる。このため、モデル作成後には横断面図

の抽出や３次元表示による確認を行い、断面形状及び断面間の連続性を確認することが重要であ

る。 
施工区分や部位区分に応じた数量算出が必要となる場合の考え方についても、道路工と同様に、

数量算出の目的や必要な精度を踏まえ、BIM/CIM モデルによる算出手法と従来手法の併用も検討

することが望ましい。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-19 水路工のサーフェスモデル（例） 

 
 

  


